
  

去
る
５
月
３１
日
（
日
）
、
国
分

寺
労
政
会
館
で
第
二
回
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
正
会
員
１
０

１
名
と
３
団
体
（
賛
助
会 

員
３３
名
２
団
体
）
の
う
ち 

出
席
者
２８
名
、
委
任
状
提 

出
者
４３
名
で
定
足
数
５３
名
を 

を
大
き
く
上
回
っ
て
の
成 

立
と
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
の
第
一
回
総
会
時 

の
会
員
数
が
８８
名
３
団
体 

だ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る 

と
着
実
に
歩
み
を
進
め
て 

い
る
と
実
感
さ
れ
ま
す
。 

冒
頭
、
座
間
理
事
長
か 

ら
、｢

昨
年
５
月
に
法
人
化 

を
遂
げ
、
法
人
と
し
て
２
回
目

の
総
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
を

喜
び
た
い
。
ま
だ
新
年
度
に
予

定
し
て
い
た
自
治
体
か
ら
の
具

体
的
な
仕
事
を
請
け
負
え
る
状

況
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
保 

存
シ
ー
ル
貼
付
や
里
親
探
し 

事
業
な
ど
の
具
体
的
な
活
動 

実
績
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね 

て
、
共
同
保
存
図
書
館
実
現 

の
足
が
か
り
を
作
っ
て
い
こ 

う｣

と
い
う
挨
拶
で
開
始
さ 

れ
た
議
案
審
議
は
い
く
つ
か 

の
意
見
が
出
た
も
の
の
着
々 

と
進
み
、
い
ず
れ
も
賛
成
多 

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
事
務
局
は
、
法
人 

と
し
て
初
め
て
の
総
会
と
い 

う
こ
と
で
、
法
務
局
へ
の
提

出
書
類
の
形
式
を
整
え
る
こ
と

に
神
経
を
使
い
、
会
員
の
み
な

さ
ん
に
「
わ
か
り
易
い
討
議
資

料
」
を
用
意
す
る
と
こ
ろ
ま
で

準
備
が
で
き
な
か
っ
た
で
す
が
、

や
は
り
そ
の
こ
と
に
意
見
が
集

中
し
ま
し
た
。
新
年
度
は
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
留
意
し
て
活

動
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

総
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
号
に
折
り
込
ん
だ
「
議
事
録
」

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

法
務
局
へ
の
提
出
書
類
と
し
て

の
議
事
録
は
、
質
問
・
意
見
等

を
除
い
た
淡
々
と
し
た
書
式
で

別
途
作
成
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
に
引
き
続
い
て
、
前
滋

賀
県
立
図
書
館
長
で
、
現
在
は

滋
賀
県
の
審
議
員
を
な
さ
っ
て

い
る
梅
澤
幸
平
氏
の
講
演
「
図

書
館
の
役
割
と
資
料
保
存
」
を

行
い
、
非
会
員
を
含
め
、
３７
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。（
講
演

内
容
は
、
次
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 
総
会
・
講
演
会
終
了
後
の
懇

親
会
に
も
２４
名
の
参
加
が
あ
り
、

新
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

の
想
い
な
ど
を
語
り
合
っ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

座
間 

直
壯 

 

陸
上
競
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種
目
に
三
段
跳
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多
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NPO 法人「多摩デポ」 

第２回総会開催！ 

「多摩デポブックレット①」売れ行き好調！ 
 

  予告したブックレット第１号ができあがり総会参加者に当日配布しました。総会に 

欠席の会員には、この「通信１１号」と一緒に無料で一冊お届けしています。 

 「共同保存図書館・多摩」の目指すところをすっきり示された安江明夫氏の講演をひ

とりでも多くの方に知っていただき、会が多くの賛同を得られるよう、会員の皆さんの

ご協力をお願いします。ぜひお近くの方に購読を薦めて下さい。 
『出版ニュース』でも紹介していただき、発売のけやき出版にも順調に注文が入っています。

会員が事務所または理事・事務局員に申し込まれた場合、会員価格で購入できます。定価は６３

０円（うち税３０円）ですが、会員価格５２０円とします（非会員には６００円）。郵送の場合、

３冊まで８０円、４～６冊まで１６０円、７～１０冊まで３４０円の送料をご負担ください。１

１冊以上購入される場合の送料は無料です。FAX、メールでのお申込みをお待ちしています。 



        

定
期
総
会
の
あ
と
、
前
滋
賀

県
立
図
書
館
館
長
の
梅
沢
幸
平

氏
に
「
図
書
館
の
役
割
と
資
料

保
存
」
と
題
し
、
記
念
講
演
を

お
願
い
し
た
。 

梅
澤
氏
は
、
北
海
道
立
図
書

館
の
勤
務
を
経
て
、
１
９
８
７

年
に
滋
賀
県
甲
西
町
立
図
書
館

（
現
湖
南
市
）
の
開
設
準
備
担

当
、
８９
年
同
図
書
館
長
に
就
任
、

９８
年
か
ら
９
年
間
は
滋
賀
県
立

図
書
館
館
長
、
そ
し
て
定
年
退

職
後
の
07
年
４
月
か
ら
は
、
滋

賀
県
審
議
員
（
古
文
書
・
文
献
・

公
立
図
書
館
指
導
担
当
）
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。 

 

講
演
は
、
滋
賀
県
立
図
書
館

内
に
あ
る
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー

の
話
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

現
在
の
仕
事
で
あ
る
県
政
資
料

室
の
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。 

次
に
、
関
心
を
寄
せ
て
こ
ら

れ
た
、
函
館
市
立
図
書
館
を
作

っ
た
岡
田
健
蔵
氏
の
資
料
保
存

に
対
す
る
思
い
や
、
近
江
八
幡

市
立
図
書
館
に
残
っ
て
い
る

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
近
江
兄
弟
社

図
書
館
」
に
関
す
る
資
料
の
話

を
通
し
て
、
資
料
を
残
す
こ
と
、

資
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
価

値
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図
書
館
の
役
割
と
資
料
保
存

の
講
演
を
お
聞
き
し
て 

 

町
田
市
立
図
書
館 

川
上
武
利 

 

先
日
、
地
域
資
料
の
研
究
グ

ル
ー
プ
の
方
と
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
今
こ
の
時
期
に
き
ち
ん
と
し

た
資
料
保
存
を
し
な
け
れ
ば
未

来
永
劫
、
貴
重
な
資
料
は
消
失

し
て
し
ま
う
」
と
強
く
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話
を

お
聞
き
し
し
た
と
き
、
講
演
会

で
梅
澤
さ
ん
が
言
わ
れ
て
い
た

「
思
い
が
な
け
れ
ば
資
料
は
残

ら
な
い
…
」
と
い
う
言
葉
を
強

く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

講
演
会
で
は
、
滋
賀
県
立
図

書
館
の
沿
革
、
資
料
保
存
セ
ン

タ
ー
機
能
等
を
通
じ
県
立
図
書

館
の
資
料
保
存
に
つ
い
て
の
理

念
を
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
資
料
保
存
か
ら
教
え

ら
れ
る
温
故
知
新
と
し
て
、
県

政
資
料
室
の
誕
生
や
「
消
え
た

年
金
」
「
薬
害
裁
判
」
「
黒
沢
明

ｖ
ｓ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
等
資
料
保

存
が
果
た
し
た
興
味
深
い
内
容

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

県
立
図
書
館
と
市
立
図
書
館

で
は
資
料
保
存
の
量
は
違
う
も

の
の
、
資
料
に
対
す
る
思
い
や

目
的
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
の
職
場
で
は
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
の
中
で
何
を
残
し
、

何
を
廃
棄
し
て
い
く
か
毎
日
迷

い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

お
話
を
お
聞
き
し
て
、
自
分

た
ち
が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
に

尐
し
自
信
と
勇
気
を
与
え
ら
れ

た
気
が
し
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
「
岡
田
健
蔵
の

函
館
図
書
館
」「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と

近
江
兄
弟
社
図
書
館
」「
Ｊ
Ｌ
Ａ

滋
賀
県
支
部
の
取
り
組
み
」
等

貴
重
な
内
容
の
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中

で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は

「
公
が
や
っ
て
い
る
か
ら
残
る

と
い
う
の
は
錯
覚
…
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

ま
さ
に
「
共

同
保
存
図
書
館
・
多
摩
」
の
会

員
の
心
に
通
じ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

今
回
、
初
め
て
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
大
変

有
意
義
な
内
容
で
し
た
。 

  

 

 

梅
澤
幸
平
氏 

総
会
記
念
講
演 

「
思
い
が
な
い
と 

 
残
ら
な
い
」 

 



図
書
館
の
役
割
と
資
料
保

存
」
を
聞
い
て 

 
藤
沢
市
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

 
 

細
井
守 

 

講
演
の
前
半
は
、
県
単
位
の

共
同
保
存
で
は
先
駆
例
で
あ
る

滋
賀
県
立
図
書
館
・
資
料
保
存

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。
滋
賀
県

は
１
９
８
０
年
４
月
に
新
館
を

建
設
す
る
と
共
に
、
当
時
図
書

館
界
で
活
躍
し
て
い
た
日
野
市

立
図
書
館
長
前
川
恒
雄
氏
を
館

長
に
招
聘
。
そ
の
改
革
路
線
が

保
存
セ
ン
タ
ー
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

保
存
セ
ン
タ
ー
の
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
の
中
で
本
を
残
し
て

い
く
た
め
に
は
、
県
と
市
町
村

図
書
館
と
の
合
意
が
必
要
で
、

県
が
一
方
的
に
や
り
方
を
決
め

つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
良
好
な

関
係
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
事

業
も
普
段
か
ら
の
県
職
員
と
市

町
村
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
上
手
く

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
話
で
あ
っ
た
。 

 

後
半
の
話
も
、「
本
（
資
料
）

を
残
す
」
と
い
う
話
で
、
ひ
と

つ
目
は
氏
が
居
ら
れ
る
県
政
史

料
室
に
つ
い
て
。
滋
賀
県
は
「
文

書
館
の
な
い
県
の
一
つ
」
と
い

う
認
識
で
い
た
が
、
２
０
０
８

年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い

う
県
政
史
料
室
は
、
十
分
に
文

書
館
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

是
非
と
も
訪
れ
て
み
た
い
。 

氏
は
、
公
文
書
に
は
歴
史

的
・
文
化
的
な
価
値
も
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
「
文
化
財
」
と
い
う

観
点
で
は
残
す
べ
き
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
が
乏
し
い
。
情
報
公
開
に

も
つ
な
が
る
か
た
ち
の
流
れ
の

中
で
、
継
続
的
に
残
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を

示
さ
れ
た
。 

 

函
館
市
立
図
書
館
と
近
江
兄

弟
社
図
書
館
の
話
は
、
強
い
意

志
と
、
そ
れ
に
共
鳴
し
た
大
勢

の
人
が
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
本

（
資
料
）
が
残
っ
た
例
。 

最
後
に
、
思
い
が
な
け
れ
ば

本
（
資
料
）
は
残
ら
な
い
。
公

が
や
っ
て
い
る
か
ら
残
る
と
言

う
こ
と
で
は
な
い
。
「
多
摩
デ

ポ
」
が
手
本
に
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
か
た
ち
で
本
（
資
料
）

を
残
す
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
、
と
し
て
話
を
締
め

く
く
ら
れ
た
。
非
常
に
示
唆
に 

富
ん
だ
講
演
で
あ
っ
た
。 

  

第
五
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

 

大
倉
山
記
念
館 

大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

附
属
図
書
館 

見
学
会 

 

８
月
１５
日
（
土
） 

午
後
２
時
～
４
時
３０
分 

 
 

集
合
：
午
後
１
時
３０
分 

東
急
東
横
線
大
倉
山
駅 

改
札 

 
定
員
：
３
０
人
先
着
順 

参
加
費
：
無
料 

 

書
庫
訪
問
④ 

 

調
布
市
立
図
書
館 

 

映
画
資
料
室 

 

調
布
市
立
中
央
図
書
館
へ

「
里
親
探
し
」
成
立
資
料
を
お

届
け
し
た
折
に
書
庫
見
学
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。 

調
布
立
中
央
図
書
館
は
１
９

９
５
年
１０
月
に
現
在
地
に
移
転

し
た
。
京
王
線
調
布
駅
か
ら
徒

歩
数
分
の
〃
文
化
会
館
た
づ
く

り
〄
の
４
～
７
階
と
地
下
１
階
。

余
裕
が
あ
る
は
ず
だ
っ
た
収
蔵

能
力
２５
万
冊
の
地
下
書
庫
も
既

に
満
杯
。「
本
は
横
に
置
か
な
い

よ
う
に
！
」
と
は
い
う
も
の
の

｢

現
実
と
し
て
は
、
置
い
て
あ
る

と
こ
ろ
も
…
。
悲
し
い
で
す
よ｣

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
地
下
書
庫

は
一
杯
。 

 

さ
て
、
市
内
に
大
映
東
京
撮

影
所
（
現
在
で
は
、
角
川
大
映

撮
影
所
）
や
日
活
撮
影
所
、
そ

れ
に
関
連
し
た
事
業
所
が
多
数

あ
る
調
布
市
立
図
書
館
の
個
性



あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
５
階
の

参
考
図
書
室
に
隣
接
し
た
「
映

画
資
料
室
」。
２
０
０
８
年
度
末

の
映
画
資
料
所
蔵
冊
数
は
、
２

万
２
９
１
５
冊
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
の
内
、
約
４
０
０
０
冊

が
開
架
室
に
、
壁
を
隔
て
た
閉

架
書
架
に
映
画
関
連
雑
誌
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
置
い
て

あ
る
。
こ
こ
に
入
り
き
ら
な
い

資
料
は
、
地
下
書
庫
に
収
蔵
。 

         

そ
の
地
下
書
庫
に
は
、
主
に

大
映
や
日
活
の
作
品
を
中
心
に
、

映
画
作
品
原
作
小
説
、
撮
影
台

本
、
ポ
ス
タ
ー
、
宣
伝
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
が
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
保
存
用
の
中
性
紙
容
器

を
使
用
し
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。

書
庫
の
一
角
に
は
作
業
場
所
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
資
料
は

日
々
増
加
中
。 

        

調
布
市
立
図
書
館
が
収
集
し

た
資
料
の
内
、
映
画
資
料
に
関

し
て
は
、
収
集
後
数
年
を
経
た

と
こ
ろ
で
「
館
内
閲
覧
資
料
」

に
指
定
。
複
本
が
な
い
場
合
は
、

中
央
図
書
館
や
市
内
分
館
で
館

内
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
こ
は
〃
映
画
・
映
像
図
書
館
〄

で
は
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、

映
画
フ
ァ
ン
や
映
画
関
係
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
方
の
利
用
が

多
い
の
も
ナ
ッ
ト
ク
。 

 

さ
て
、
こ
の
資
料
群
も
調
布

市
立
図
書
館
に
と
っ
て
は
、
地

域
資
料
の
一
部
。
調
布
在
住
の

方
の
出
版
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
調
布
市
関
係
新
聞
記
事
」

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
累
積
や
昔
の

電
話
帳
・
住
宅
地
図
・
市
内
の

小
中
学
校
の
発
行
物
な
ど
、「
集

め
始
め
る
と
次
々
集
ま
っ
て
く

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
せ
っ
せ

と
利
用
に
備
え
た
整
理
を
進
め

て
い
る
そ
う
だ
。
専
門
職
制
度

に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
こ
う
い
っ

た
資
料
の
集
積
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

こ
れ
ら
地
域
資
料
を
含
め
、

市
内
計
１
２
１
万
冊
の
蔵
書
は
、

中
央
図
書
館
以
外
に
佐
須
分
館

と
中
央
高
速
高
架
下
の
２
箇
所

に
併
せ
て
２５
万
冊
分
の
保
存
庫

を
持
っ
て
、
機
能
的
な
収
蔵
に

努
め
て
い
る
。 

★
会
の
現
勢 

 

★
会
の
現
勢 

 
  

 

０９
年
６
月
３０
日
現
在 

 

●
会
員 （

個
人
会
員
１
０
３
名
） 

（
団
体
会
員
３
団
体
） 

 

●
賛
助
会
員 

（
個
人
３
９
名
） 

（
団
体
２
団
体
） 

 

 

＊
6
月
末
現
在
会
費
納
入
済 

 

正
会
員 

6

8
名
、
３
団
体 

 

賛
助
会
員 

2

4
名
、
2
団
体 

 
 

会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

※
年
会
費 

・
正
会
員
（
個
人
・
団
体
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
千
円 

・
賛
助
会
員 

一
口 

二
千
円 

（
個
人
一
口
以
上
団
体
五
口
以
上
） 

  


